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■
横
浜
市
多
文
化
共
生
ま
ち
づ
く

り
指
針

　

横
浜
市
で
は
、
平
成
31
年
４
月

末
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ

た
外
国
人
人
口
が
10
万
人
を
突
破

し
た
。
同
じ
く
平
成
31
年
４
月
の

改
正
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定

法
の
施
行
か
ら
５
年
間
に
全
国
で

最
大
34
万
５
千
人
の
外
国
人
を
受

け
入
れ
る
見
込
み
と
な
っ
て
お

り
、
こ
れ
を
踏
ま
え
る
と
、
横
浜

市
で
は
、
今
後
一
層
外
国
人
人
口

は
増
加
し
て
い
く
と
言
え
る
で
あ

ろ
う
。

　

近
年
の
市
内
の
外
国
人
人
口
は

平
成
25
年
以
降
一
貫
し
て
増
加
し

て
い
る
。
こ
の
増
加
傾
向
に
あ
る

中
、
本
市
で
は
、
平
成
29
年
３
月

「
横
浜
市
多
文
化
共
生
ま
ち
づ
く

り
指
針
」
を
策
定
し
た
。
同
指
針

は
平
成
28
年
２
月
に
策
定
し
た

「
横
浜
市
国
際
戦
略
」（
※
１
）
に

基
づ
き
、
同
戦
略
に
お
け
る
重
点

的
な
取
組
事
項
「
多
文
化
共
生
に

よ
る
創
造
的
社
会
の
実
現
」
を
目

指
し
て
、
横
浜
市
が
実
施
す
る
多

文
化
共
生
施
策
の
取
組
の
方
向
性

を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

指
針
策
定
の
背
景
と
し
て
、
大

き
く
４
点
の
多
文
化
共
生
を
取
り

巻
く
情
勢
の
大
き
な
変
化
が
挙
げ

ら
れ
る
。
①
外
国
人
人
口
の
増
加

と
定
住
化
の
進
展
、
②
外
国
人
材

の
活
用
に
よ
り
日
本
経
済
の
更
な

る
活
性
化
を
図
る
国
の
動
き
、
③

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

2019™

決
勝
戦
、
東
京2020

オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

開
催
決
定
、
④
観
光
・
ビ
ジ
ネ
ス

を
目
的
と
す
る
外
国
人
訪
問
者
の

増
加
、
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
背
景

を
踏
ま
え
、「
多
文
化
共
生
に
よ

る
創
造
的
社
会
の
実
現
」
を
基
本

目
標
に
掲
げ
、
日
本
人
と
外
国
人

が
相
互
理
解
を
深
め
、
共
感
を

も
っ
て
協
働
で
創
造
的
な
活
動
に

取
り
組
む
環
境
作
り
の
サ
ポ
ー
ト

に
市
の
各
区
局
が
連
携
し
て
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
本
指
針
の
基
本
方
針
の

実
現
に
向
け
て
市
が
実
施
す
る
施

策
の
方
向
性
を
次
の
３
点
に
ま
と

め
て
い
る
。
①
外
国
人
が
認
め
ら

れ
、
活
躍
で
き
る
「
機
会
を
創
り

だ
す
」、
②
誰
も
が
活
動
・
滞
在

し
や
す
い
「
お
も
て
な
し
力
を
高

め
る
」、
③
外
国
人
が
抱
え
る
多

様
な
課
題
に
寄
り
添
う
「
つ
な
が

り
を
広
げ
る
」、
で
あ
る
。
本
指

針
で
は
、
こ
の
３
つ
の
方
向
性
で

展
開
さ
れ
る
各
施
策
に
つ
い
て

「
あ
る
べ
き
姿
」
と
そ
の
「
課
題
」

を
ま
と
め
、
課
題
を
達
成
す
る
た

め
の
「
施
策
の
展
開
例
」
を
付
し

て
い
る
。
例
え
ば
、
①
外
国
人
が

認
め
ら
れ
、
活
躍
で
き
る
「
機
会

を
創
り
だ
す
」
と
い
う
方
向
性
に

お
け
る
あ
る
べ
き
姿
の
一
つ
を

「
市
内
の
様
々
な
分
野
で
、
外
国

人
が
活
躍
し
、
貢
献
し
て
い
る
」、

課
題
を
「
外
国
人
の
地
域
等
で
の

活
躍
と
貢
献
を
後
押
し
す
る
た
め

の
仕
組
み
が
不
十
分
」
と
し
、
施

策
の
展
開
例
と
し
て
「
留
学
生
受

け
入
れ
環
境
の
向
上
と
外
国
人
の

就
業
・
起
業
支
援
」
を
挙
げ
る
と

い
っ
た
具
合
で
あ
る
。
①
～
③
の

３
つ
の
施
策
の
方
向
性
は
互
い
に

連
関
し
合
い
多
文
化
共
生
に
よ
る

創
造
的
社
会
の
実
現
は
確
か
な
も

の
に
な
っ
て
い
く
と
さ
れ
て
い
る

（
図
１
）。

　

そ
の
後
、
平
成
30
年
に
策
定
さ

れ
た
「
新
た
な
中
期
４
か
年
計
画

２
０
１
８
―
２
０
２
１
」
で
は
、

政
策
４
「
グ
ロ
ー
バ
ル
都
市
横
浜

の
実
現
」
の
中
で
「
市
民
の
多
文

化
理
解
や
国
際
感
覚
醸
成
も
進
め

な
が
ら
、
日
本
語
支
援
や
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
つ
な
が
り
支
援

等
に
よ
り
、
在
住
外
国
人
と
の
多

文
化
共
生
を
一
層
推
進
す
る
」
こ

と
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
本
指
針

を
基
本
的
な
考
え
方
と
し
な
が
ら

現
在
取
組
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

執
筆

図：３つの施策の連関イメージ

各
務　

文
乃

国
際
局
政
策
総
務
課
担
当
係
長

図１　３つの施策の連関イメージ
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11
■
本
市
の
施
策

　

指
針
に
基
づ
き
推
進
し
て
い
る

多
文
化
共
生
の
施
策
に
関
し
て
い

く
つ
か
紹
介
し
た
い
。

▽
横
浜
市
国
際
交
流
協
会 

　
（
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
）

　

横
浜
市
で
は
、
外
国
人
と
の
共

生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
関
連

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等

と
と
も
に
、
本
市
の
外
郭
団
体
で

あ
る
公
益
財
団
法
人
横
浜
市
国
際

交
流
協
会
（
以
下
「
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
」

と
い
う
。）
と
の
連
携
の
下
で
多

文
化
共
生
施
策
を
展
開
し
て
い
る
。

　

Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
は
、
行
政
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
市
民
グ
ル
ー
プ
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
学
校
、
企
業
、

多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
と

多
文
化
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
を
支

援
す
る
事
業
等
を
実
施
し
て
い

る
。

　

直
近
で
は
、
外
国
人
住
民
へ
の

総
合
的
な
情
報
提
供
・
相
談
対
応

を
行
う
「
横
浜
市
多
文
化
共
生
総

合
相
談
セ
ン
タ
ー
」
を
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｅ

内
に
開
設
し
た
。
当
セ
ン
タ
ー
に

は
、
11
言
語
に
よ
る
多
言
語
相
談

窓
口
を
設
置
し
、
本
市
で
暮
ら
す

外
国
人
か
ら
の
情
報
提
供
・
相
談

対
応
を
行
う
。
ま
た
、
行
政
書
士

相
談
や
法
律
相
談
な
ど
の
専
門
相

談
も
無
料
で
実
施
す
る
。

　

そ
の
他
、
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
で
は
、
日

本
語
教
室
の
運
営
な
ど
を
実
施
す

る
「
日
本
語
学
習
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
事
業
」、
日
本
語
が
不
自
由
な

外
国
人
の
言
葉
の
サ
ポ
ー
ト
と
し

て
「
多
言
語
サ
ポ
ー
タ
ー
派
遣
・

紹
介
事
業
」
な
ど
、
外
国
人
住
民

の
生
活
の
基
盤
を
整
え
る
た
め
の

支
援
を
行
っ
て
い
る
。

▽
国
際
交
流
ラ
ウ
ン
ジ

　

横
浜
市
で
は
、
臨
海
部
を
中
心

に
区
内
人
口
に
お
け
る
外
国
人
比

率
が
高
く
、
特
に
中
区
・
鶴
見
区
・

南
区
に
は
外
国
人
人
口
が
集
中
し

て
お
り
、
画
一
的
に
分
布
を
し
て

い
な
い
。
ま
た
、
国
籍
に
お
い
て

も
、
全
市
的
に
は
中
国
や
韓
国
が

多
い
中
、
泉
区
は
ベ
ト
ナ
ム
、
緑

区
は
イ
ン
ド
、
神
奈
川
区
は
ネ

パ
ー
ル
な
ど
、
地
域
ご
と
に
集
住

す
る
国
籍
に
も
傾
向
が
見
ら
れ
、

区
ご
と
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
対
応

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
区
に
お
け
る
身
近
な

相
談
窓
口
と
し
て
、
青
葉
区
、
泉

区
、
金
沢
区
、
港
南
区
、
港
北
区
、

都
筑
区
、
鶴
見
区
、
中
区
、
保
土

ケ
谷
区
、
南
区
の
市
内
10
か
所
に

国
際
交
流
ラ
ウ
ン
ジ
を
設
置
し
て

お
り
、
そ
の
う
ち
３
か
所
の
運
営

を
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
、
そ
の
他
７
か
所
の

運
営
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
団
体
に
委

ね
て
い
る
。

　

国
際
交
流
ラ
ウ
ン
ジ
で
は
、
外

国
人
か
ら
年
間
約
２
万
件
の
相
談

が
寄
せ
ら
れ
、
対
応
し
て
い
る
。

ま
た
、
区
や
地
域
の
ニ
ー
ズ
・
特

性
等
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
工

夫
を
凝
ら
し
て
交
流
イ
ベ
ン
ト
や

国
際
理
解
講
座
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
、
日
本
語
教
室
な
ど
を
実
施

し
、
多
文
化
共
生
の
拠
点
と
し
て

の
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
な
お
、

国
際
交
流
ラ
ウ
ン
ジ
を
設
置
し
て

い
な
い
区
に
つ
い
て
は
、
近
隣
区

の
ラ
ウ
ン
ジ
が
機
能
を
果
た
し
て

い
る
。

　

筆
者
は
先
日
、
中
区
に
位
置
す

る
、「
な
か
国
際
交
流
ラ
ウ
ン
ジ
」

を
訪
問
し
た
。
訪
問
時
に
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
よ
る
日
本
語

教
室
、
続
け
て
、
外
国
人
中
学
生

学
習
支
援
教
室
が
行
わ
れ
て
い

た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
よ
っ

て
学
習
形
態
は
異
な
る
が
、
筆
者

が
当
日
視
察
し
た
日
本
語
教
室

は
、
２
～
４
人
程
度
の
少
人
数
の

グ
ル
ー
プ
が
10
グ
ル
ー
プ
程
度
編

成
さ
れ
、
学
習
者
の
母
国
語
や
レ

ベ
ル
に
応
じ
て
学
習
支
援
を
行
っ

て
い
た
。
そ
の
日
の
参
加
者
の
国

籍
を
確
認
す
る
と
、
中
国
が
最
も

多
い
も
の
の
、
韓
国
、
タ
イ
、
ま

た
フ
ラ
ン
ス
の
方
も
い
た
り
と
、

非
常
に
多
様
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
の
方
も
様
々

で
、
日
本
語
に
限
ら
ず
、
受
講
者

の
母
国
語
も
話
す
こ
と
が
で
き
、

母
国
語
を
用
い
な
が
ら
指
導
す
る

方
も
い
れ
ば
、
日
本
語
の
み
を
用

い
、
机
上
の
小
さ
な
ホ
ワ
イ
ト

ボ
ー
ド
に
絵
を
描
い
た
り
、
平
易

な
絵
本
を
用
い
な
が
ら
指
導
す
る

方
も
い
た
。
指
導
者
と
受
講
者
の

組
合
せ
で
、
学
習
方
法
は
何
通
り

に
も
な
る
。
外
国
人
人
口
が
増
加

す
る
今
、
日
本
語
学
習
支
援
の
水

準
の
統
一
が
課
題
に
挙
げ
ら
れ
る

場
面
も
あ
る
が
、
こ
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
な
教
室
も
大
変
魅
力
的
に
感
じ

た
。
ま
た
、
な
か
国
際
交
流
ラ
ウ

ン
ジ
館
長
の
話
の
中
で
、「
日
本

語
教
室
は
、
た
だ
語
学
を
習
得
す

る
だ
け
で
な
く
、
文
化
や
生
活
習

慣
が
異
な
る
日
本
で
過
ご
す
に
当

た
っ
て
抱
え
る
不
安
を
共
有
し
た

り
解
決
し
た
り
で
き
る
よ
う
な
拠

り
ど
こ
ろ
に
し
た
い
」
と
話
し
て

い
た
こ
と
が
印
象
に
残
っ
て
い

る
。

　

そ
の
日
、
日
本
語
教
室
の
後
に

実
施
さ
れ
て
い
た
外
国
人
中
学
生

学
習
支
援
教
室
で
は
、
こ
の
教
室

の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
で
あ
る
高
校
生
が

学
習
支
援
に
参
加
し
て
い
た
。
参

加
す
る
高
校
生
は
な
か
国
際
交
流

ラ
ウ
ン
ジ
に
お
世
話
に
な
っ
た
と

い
う
思
い
か
ら
、
そ
の
恩
返
し
に

後
輩
に
勉
強
を
教
え
て
い
る
と
い

う
。
支
援
の
輪
が
循
環
し
て
い
る

と
て
も
良
い
事
例
で
あ
る
と
感
じ

た
。

▽
み
な
み
市
民
活
動
・
多
文
化
共

生
ラ
ウ
ン
ジ
に
よ
る
「
多
文
化
共

生
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
」

　

在
住
外
国
人
が
急
増
す
る
地
域

を
抱
え
る
南
区
寿
東
部
地
区
に
お

い
て
、
外
国
人
住
民
と
、
受
け
入

※
１　

横
浜
市
国
際
戦
略

　

横
浜
市
中
期
４
か
年
計
画
や
そ
の
他
の
本

市
の
各
計
画
と
連
動
し
な
が
ら
、
計
画
に
記

載
さ
れ
た
事
業
や
中
長
期
的
に
取
り
組
む
べ

き
事
業
（
お
お
む
ね
２
０
２
０
年
ま
で
を
想

定
）
を
推
進
す
る
に
当
た
っ
て
の
基
本
的
な

考
え
方
を
ま
と
め
た
も
の
。
本
市
の
国
際
事

業
を
戦
略
的
に
展
開
し
、
横
浜
の
成
長
に
つ

な
げ
て
い
く
た
め
に
全
庁
的
に
共
有
す
べ
き

考
え
方
を
定
め
て
い
る
。　
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れ
る
側
の
地
域
社
会
が
と
も
に
暮

ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

す
３
年
間
（
平
成
29
～
31
年
度
）

の
モ
デ
ル
事
業
「
多
文
化
共
生
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
」
が
行
わ
れ

て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
外
国
人

を
受
け
入
れ
る
地
域
社
会
に
お
い

て
、
自
治
会
・
町
内
会
な
ど
の
意

見
を
聴
き
、
連
携
協
力
し
な
が

ら
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
課
題

解
決
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
、

そ
れ
を
支
援
す
る
た
め
の
専
任
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
て

い
る
。
取
組
の
詳
細
は
34
ペ
ー
ジ

の
記
事
を
参
照
い
た
だ
き
た
い

が
、
一
言
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

と
言
っ
て
も
、
外
国
人
住
民
と
自

治
会
・
町
内
会
な
ど
の
地
域
社
会

の
架
け
橋
と
な
り
相
互
理
解
を
促

進
す
る
に
は
、
双
方
へ
の
懇
切
丁

寧
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、

非
常
に
長
い
年
月
を
要
し
、
決
し

て
簡
単
な
こ
と
で
は
な
い
。
し
か

し
、
今
後
、
南
区
に
限
ら
ず
多
く

の
地
区
で
必
要
不
可
欠
と
な
る
取

組
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で

あ
ろ
う
。

▽
そ
の
ほ
か
の
取
組

　

来
日
間
も
な
い
在
住
外
国
人
は

住
民
登
録
等
の
手
続
を
行
う
た

め
、
居
住
地
の
区
役
所
に
足
を
運

ぶ
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
が
、
慣
れ

な
い
環
境
に
不
安
を
抱
え
る
在
住

外
国
人
の
不
安
を
少
し
で
も
解
消

で
き
る
よ
う
、
区
役
所
窓
口
で
は

外
国
人
に
対
す
る
対
応
力
の
強
化

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
訪
れ
る
外

国
人
の
国
籍
は
実
に
多
様
化
し
て

お
り
、
英
語
以
外
の
言
語
で
対
応

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
面
も
多

い
。
そ
う
し
た
場
合
に
現
在
活
用

し
て
い
る
の
が
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
に
よ
る
テ
レ
ビ
電
話
通
訳
サ
ー

ビ
ス
で
あ
る
。
現
在
、
外
国
人
人

口
の
多
い
鶴
見
区
、
神
奈
川
区
、

西
区
、
中
区
、
南
区
で
導
入
し
て

い
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の
向
上
が
著

し
い
今
、
費
用
対
効
果
を
見
極
め

な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
機
器
の
柔

軟
な
活
用
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
在
住
外
国
人
が
理
解
し

や
す
い
よ
う
に
、
読
み
手
の
立
場

に
立
っ
て
書
き
換
え
た
「
や
さ
し

い
日
本
語
」
の
有
用
性
も
非
常
に

高
い
。
本
市
で
は
、
や
さ
し
い
日

本
語
書
換
え
支
援
シ
ス
テ
ム
の
活

用
や
、
や
さ
し
い
日
本
語
出
前
講

座
の
開
催
な
ど
庁
内
向
け
支
援
を

充
実
さ
せ
る
こ
と
で
、
現
場
最
前

線
の
区
役
所
職
員
の
「
や
さ
し
い

日
本
語
」
に
よ
る
外
国
人
へ
の
情

報
提
供
に
努
め
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
時
代
の
変
化

に
合
わ
せ
て
多
様
な
施
策
を
展
開

し
て
い
く
に
当
た
り
、
本
市
で
は

有
識
者
で
構
成
さ
れ
る
「
ヨ
コ
ハ

マ
国
際
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員

会
」
を
平
成
19
年
に
設
置
し
て
お

り
、
国
際
性
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
に
関
す
る
事
業
の
方
針
、

そ
の
他
、
当
該
事
業
の
推
進
に
関

し
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
審
議
し

て
い
る
。
現
在
、
市
民
・
民
間
事

業
者
・
公
益
団
体
の
代
表
者
等
、

13
名
の
委
員
で
構
成
し
、
多
文
化

共
生
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
事

業
の
方
向
性
や
優
先
順
位
等
の
検

討
を
進
め
、
施
策
等
に
反
映
を
さ

せ
て
い
る
。

■
最
後
に
～
今
後
求
め
ら
れ
る
こ
と

　

最
後
に
、
外
国
人
の
活
躍
促
進

と
い
う
視
点
の
重
要
性
に
触
れ
て

お
き
た
い
。

　

平
成
25
年
度
に
実
施
し
た
横
浜

市
外
国
人
意
識
調
査
の
報
告
書
に

よ
る
と
、「
や
っ
て
み
た
い
地
域

活
動
は
何
で
す
か
」
と
い
う
問
い

に
対
す
る
回
答
結
果
か
ら
、
71
・

１
％
の
回
答
者
に
地
域
活
動
へ
の

参
加
意
向
が
あ
る
こ
と
が
分
か

る
。
今
ま
で
支
援
の
対
象
と
し
て

捉
え
ら
れ
が
ち
で
あ
っ
た
外
国
人

で
あ
る
が
、
支
援
す
る
側
へ
の
意

欲
が
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

特
に
「
言
語
を
教
え
る
」、「
日
本

に
来
た
ば
か
り
の
外
国
人
の
支

援
」、「
通
訳
・
翻
訳
を
す
る
」
な

ど
の
地
域
活
動
へ
の
参
加
意
向
が

あ
り
、
こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
も
、

外
国
人
の
活
躍
促
進
と
い
う
視
点

も
非
常
に
重
要
で
あ
る
こ
と
が
分

か
る
。
自
分
が
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
こ

と
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
役
に

立
つ
こ
と
、
日
本
と
外
国
の
橋
渡

し
役
に
な
り
た
い
と
い
う
思
い
が

実
現
さ
れ
る
こ
と
は
、
外
国
人
の

地
域
へ
の
定
着
、
さ
ら
に
は
外
国

人
と
地
域
と
の
融
合
に
つ
な
が

る
。
区
役
所
と
連
携
し
な
が
ら
、

地
域
で
運
営
さ
れ
て
い
る
お
祭
り

や
防
災
訓
練
に
外
国
人
が
参
加
し

や
す
い
よ
う
働
き
か
け
を
行
う
こ

と
や
、
外
国
人
な
ら
で
は
の
役
割

を
担
っ
て
も
ら
う
な
ど
、
相
互
理

解
に
向
け
た
交
流
の
機
会
を
広
げ

て
い
く
こ
と
が
今
後
一
層
求
め
ら

れ
て
い
く
。

　

人
口
減
少
・
超
高
齢
社
会
の
進

展
な
ど
、
今
、
直
面
す
る
課
題
を

乗
り
越
え
、
持
続
的
な
成
長
を
実

現
し
て
い
く
上
で
は
、
多
様
な
文

化
的
背
景
を
持
つ
人
々
が
相
互
理

解
の
も
と
、
地
域
社
会
の
構
成
員

と
し
て
共
に
生
き
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
が

地
域
社
会
の
活
性
化
へ
と
つ
な

が
っ
て
い
く
。
特
に
、
こ
れ
か
ら

の
社
会
を
担
う
若
い
世
代
に
と
っ

て
、
多
様
な
国
籍
の
人
々
と
共

に
、
互
い
を
尊
重
し
、
協
働
、
共

生
す
る
経
験
は
、
国
際
理
解
を
深

め
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
座
に
立
っ

て
行
動
す
る
力
を
得
ら
れ
る
機
会

に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

次
世
代
育
成
と
い
う
観
点
か
ら

も
、
多
文
化
共
生
の
基
盤
づ
く
り

を
今
後
も
し
っ
か
り
と
進
め
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。


